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・創成小、豊水小、曙小、大通小の４校を統合
し、子育て関連の複合施設として市内中心部
に誕生。今年度（令和５年度）は開校２０周年。
記念行事は、児童委員会の児童が中心と
なって企画・運営するなど、自治的な活動と
して実施した。
・約480名の児童のうち、帰国・外国人の児
童は、数名程度であるが、国籍の違いによら
ず多様な背景をもつ児童が多数在籍してい
る。
・児童アンケートでは「自分の意見を進んで発
言しようとしている。」「自分の考えが伝わる
ように話の内容や順序を考えている。」等、
言語を用いた学習活動について肯定的に成
果を感じている児童は全体の７割程度と、言
語理解への困難が、学習やコミュニケーショ
ンへの障壁となっている可能性が見受けら
れる。

①児童生徒・学校の実態 ②ねらい（目標）
・帰国・外国人児童を中心に、言語理解に困難を感じている児童への合理的な配慮
に基づいた指導と評価を通して、自分や他者のよさに目を向けることのできる態
度を育てる。

③活動内容
【個どもの実態に合わせた学習指導】
・帰国・外国人児童の日本語理解の状況に応じた教育内容の取り出し指導や入り
込み指導の実施。

[課題３]

帰国・外国人児童生徒等への支援を窓口に人間尊重の意識を高める研究の推進
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【合理的な配慮に基づいた学習評価】
・取り出し指導や入り込み指導の状況を配慮した学習評価。
・学習目標との整合に配慮した学習評価。

取り出し指導・・・指導協力者と校内担当教員による指導（45分/週2～3回）
入り込み指導・・・校内担当教員による指導（随時または特定の教科）
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〇児童の自信につなげる関わり
・日常の授業では、簡単な日本語での説明
や指示を心掛けた。机間指導の際は、言葉
の意味やイメージの補足などを行った。
・テストを受ける際は、問題文の理解を助
けるための説明を補足した。
→児童が、自分の力で「できた」「わかった」
と感じることで、学ぶ意欲を喚起すること
ができた。
〇児童を励まし、自信を強化する関わり
・テストの返却時等は、本人への励ましの
言葉掛けや補足の説明を行った。
・学習の状況や評価の方法などについて、
保護者と事前に打ち合わせを行い、共通理
解を図った。
→個別に配慮した評価の信頼性や妥当性
を確保すると同時に、家庭での励ましも得
られ、児童の一層の自信につながった。

④成果 ⑤課題
●アセスメントの重要性
・児童の日本語の理解度を「対話型アセスメ
ント（DLA）」の結果に基づき、JSLカリキュラ
ムを参考に指導計画を立てている。複数の指
導者がいる場合は、これらの共通理解を図る
ことで、より効果的な指導ができると考える。
・アセスメントや指導計画の作成にあたって
は、研修を活用するなど、指導者がより理解
を深める機会を設ける。
→帰国・外国人児童の感じている困りが、言
語理解によるものか、他の要因によるものか
を適確に判断することで、必要な支援を見定
めることができる。また、評価の妥当性や信
頼性を確保することにもつながる。

⑥今後の取組の方向性
○教職員の意識向上と支援の幅
・本研究から、言語の理解に困りを
感じている児童への支援の在り方
として、個別の関わりと合理的な配
慮に基づいた学習評価が有効であ
ることが確かめられた。言語の理解
に障壁を感じている児童は、帰国・
外国人の児童だけにとどまらない。
本研究の成果と課題を共有し、教職
員の人間尊重の意識の向上をはか
るとともに、多様な背景により、学
習や生活への困難を感じている児
童への支援の幅を広げていきたい。
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【個別の指導】
取り出しまたは入り込み
による個別指導を行い、
言語の理解を助ける関わ
りを主軸とした。
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⑦参考資料
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【活動の工夫】
日本特有の遊びやコミュニ
ケーションをとることので
きる遊びを通して日本語の
感覚を磨いた。

【評価の工夫】
問題文の意味理解や解答文
の書き方を補足したり、文
意を汲んだ丸付けをしたり
するように配慮した。
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